
質
問  

市
長
は
公
約
に
「
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
解
散
」
を
掲
げ
、
今
年
度

は
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
事
業
を

精
査
し
、効
果
を
再
検
証
す
る
」

と
示
さ
れ
た
。
単
に
予
算
規
模

が
大
き
い
こ
と
だ
け
が
精
査
の

理
由
な
の
か
、
ま
た
、
「
精
査
」

と
は
組
織
の
解
体
や
縮
小
を
指

す
の
か
、
そ
れ
と
も
観
光
事
業

そ
の
も
の
の
見
直
し
を
指
す
の

か
を
問
う
。

答
弁 

市
長�

Ｄ
Ｍ
Ｏ
へ
の
職
員

派
遣
の
人
件
費
負
担
な
ど
予
算

規
模
が
大
き
い
こ
と
へ
の
対
応

や
事
業
全
体
の
再
構
築
・
透
明

化
を
図
る
た
め
精
査
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
「
認
知
度
向
上
」
の

基
盤
は
整
い
つ
つ
あ
る
。
仮
に

市
直
営
と
し
た
場
合
は
、
職
員

の
業
務
負
担
や
人
件
費
の
増
加
、

専
門
性
の
低
下
、
地
域
事
業
者

と
の
関
係
リ
セ
ッ
ト
の
懸
念
が

あ
り
、
寄
付
額
減
少
な
ど
地
域

へ
の
波
及
効
果
が
弱
ま
る
可
能

性
が
あ
る
。
最
も
リ
ス
ク
が
少

な
く
効
果
が
大
き
い
体
制
を
検

討
し
た
結
果
、
本
市
と
し
て
は

今
後
も
引
き
続
き
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
業

務
を
委
託
す
る
こ
と
と
し
た
。

質
問  

令
和
８
年
度
か
ら
の
給

食
費
完
全
無
償
化
に
お
い
て

「
質
と
量
」
の
維
持
・
向
上
が

重
要
と
考
え
る
。
本
年
４
月
か

ら
開
始
さ
れ
た
給
食
業
務
の
民

間
委
託
に
よ
る
成
果
と
子
ど
も

た
ち
の
満
足
度
を
高
め
る
取
組
、

児
童
生
徒
の
意
見
や
残
食
状
況

の
把
握
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁 

市
長�

（
こ
ど
も
園
）
自

園
調
理
を
継
続
し
、
４
月
か
ら

民
間
委
託
し
た
。
厳
し
い
衛
生

監
査
や
研
修
の
充
実
で
ス
キ
ル

向
上
が
図
ら
れ
、
課
題
だ
っ
た

調
理
員
の
採
用
難
や
急
な
欠
員

に
対
し
て
も
他
施
設
か
ら
の
応

援
配
置
な
ど
柔
軟
な
運
営
に
よ

り
改
善
し
た
。

答
弁 

教
育
長
（
小
中
学
校
）

地
元
産
物
を
使
っ
た
給
食
な
ど

で
満
足
感
を
高
め
て
い
る
。
分

量
は
国
の
基
準
に
基
づ
き
決
定

し
て
い
る
が
、
個
人
の
体
格
差

等
は
各
ク
ラ
ス
で
担
任
が
配
膳

の
配
慮
を
行
っ
て
い
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
は
未
実
施
だ
が
、
学
校

訪
問
で
の
聞
き
取
り
や
毎
日
の

残
食
デ
ー
タ
に
基
づ
き
調
理
方

法
の
工
夫
に
活
か
し
て
い
る
。

《
反
問
権
に
つ
い
て
》
市
長
か

ら
「
無
償
化
と
質
の
低
下
の
因

果
関
係
が
全
く
理
解
で
き
な

い
。
」
と
反
問
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
物
価
高
騰
に
よ
る
食

材
変
更
の
リ
ス
ク
な
ど
現
場
の

懸
念
や
保
護
者
の
声
を
示
し
、

「
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
」
を
も

っ
て
市
民
の
声
を
聴
く
よ
う
に

強
く
求
め
ま
し
た
。

質
問  

岡
山
県
美
咲
町
が
進
め

る
「
賢
く
縮
む
ま
ち
づ
く
り
」

は
、
人
口
減
少
が
進
む
自
治
体

に
お
い
て
有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
考
に
し

ま
せ
ん
か
。

答
弁 

市
長�

美
咲
町
の
取
組
は
、

公
共
施
設
の
再
編
や
集
約
化
を

進
め
る
こ
と
で
、
生
み
出
し
た

財
源
や
人
的
資
源
を
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
な
げ
て
い

く
取
組
で
あ
り
、
人
口
減
少
時

代
の
自
治
体
経
営
の
参
考
に
な

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
も
、
必
要
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
持
続
的
に
提
供
す
る
た

め
、
公
有
財
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
推
進
し
て
お
り
、
先
進
事
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
本
市
の

特
性
や
財
政
状
況
に
応
じ
た
取

組
を
進
め
ま
す
。

　
行
政
課
題
の
多
様
化
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
事
業
見
直
し

を
行
う
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
実
効
性
の
あ
る
事
業
の
「
選

択
と
集
中
」
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問  

美
咲
町
の
よ
う
に
地
域

運
営
組
織
を
活
用
し
、
住
民
参

加
型
で
公
共
施
設
再
編
を
進
め

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
弁 

市
長�

住
民
参
加
型
で
公

有
財
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め

る
に
は
、
施
設
の
利
用
者
や
地

域
住
民
の
皆
様
の
理
解
と
協
力

は
不
可
欠
で
あ
り
、
行
政
だ
け

で
な
く
地
域
と
課
題
認
識
を
共

有
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問  

現
行
の
小
中
学
校
適
正

配
置
計
画
の
中
間
評
価
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

答
弁 

教
育
長�

現
行
計
画
は
、

令
和
５
～
９
年
度
を
期
間
と
し

て
い
ま
す
。

　
大
乗
小
学
校
の
竹
原
小
学
校

へ
の
統
合
、
（
仮
称
）
賀
茂
川

学
園
の
設
立
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
現
時
点
に
お
い
て
、
取
組
は

概
ね
順
調
に
進
捗
し
て
い
る
と

捉
え
て
い
ま
す
。

質
問  
最
も
重
要
と
な
る
「
教

育
の
質
の
確
保
」
を
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
す
か
。

答
弁 

教
育
長�
一
定
規
模
の
集

団
の
中
で
豊
か
な
人
生
を
切
り

拓
き
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創

り
手
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
教

育
が
展
開
で
き
る
よ
う
、
地
域

の
方
と
一
体
と
な
っ
て
、
教
育

活
動
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

村
むらかみ

上 まゆ子 
●ＤＭＯ（観光まちづくり機構）について
● 学校給食と乳幼児期における 

給食支援について
動 画

今
い ま だ

田　佳
よ し お

男 ●将来のまちづくりに「縮充」の考え方を
●「竹原市立学校適正配置計画」について 動 画
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質
問  

住
み
よ
さ
を
実
感
出
来

る
『
活
力
あ
る
元
気
な
ま
ち
』

を
実
現
す
る
た
め
に
は

１
．
人
口
減
少
対
策
―
竹
原
市

独
自
の
ミ
ニ
工
業
団
地
を
造
り
、

防
衛
産
業
・
Ｉ
Ｔ
産
業
な
ど
の

企
業
誘
致
・
刑
務
所
・
自
衛
隊

な
ど
の
施
設
の
誘
致
、
合
併
な

ど
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
。

２
．
交
流
人
口
の
増
加
―
訪
問

税
の
導
入
（
大
久
野
島
の
水
道

送
水
管
な
ど
活
性
化
を
目
指
す
）

・
宿
泊
税
を
活
用
（
美
術
館
や

今
井
政
之
記
念
館
な
ど
の
建
設
）

・
瀬
戸
内
ク
ル
ー
ズ
事
業
の
実

施
。

３
．
賑
わ
い
の
創
出
―
商
品
券

・
ペ
イ
ペ
イ
の
充
実
、
イ
ベ
ン

ト
補
助
金
の
新
設
。
市
民
館
・

図
書
館
の
建
設
や
魅
力
あ
ふ
れ

る
民
間
商
業
施
設
を
呼
び
込
む
。

４
．
市
民
の
協
力
強
化
―
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、

官
民
が
一
体
と
な
っ
て
行
う
ま

ち
づ
く
り
・
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
や
福
祉
バ
ス
な
ど
交
通
の
利

便
性
を
含
め
た
、
住
み
よ
さ
が

実
感
出
来
る
ま
ち
づ
く
り
を
皆

で
考
え
る
。

５
．
人
材
育
成
―
人
材
育
成
に

は
、
優
秀
で
や
る
気
の
あ
る
人

材
を
確
保
す
る
た
め
の
テ
レ
ワ

ー
ク
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

の
導
入
。
未
来
の
人
材
育
成
に

質
問  

田
万
里
川
の
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
な
ど
、
水
源
汚
染
源

の
特
定
や
水
質
検
査
の
実
施
、

東
広
島
市
や
広
島
県
と
の
協
議

は
さ
れ
ま
し
た
か
。

答
弁 

市
長�

広
島
県
の
報
告
で

は
、
発
生
原
因
は
特
定
で
き
て

い
ま
せ
ん
が
、
竹
原
市
域
で
57

～
70
ｎｇ
／
Ｌ
、
上
流
の
東
広

島
市
域
は
77
～
２
０
０
ｎｇ
／

Ｌ
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
が
検
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
状
で
は
事
業
場

か
ら
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
排
出
規
制

が
な
く
、
法
令
等
に
基
づ
く
検

査
や
指
導
が
で
き
な
い
大
き
な

課
題
が
あ
り
ま
す
。

質
問  

竹
原
市
水
源
保
護
条
例

制
定
の
取
組
は
ど
の
よ
う
に
な

り
ま
す
か
。

答
弁 

市
長�

産
業
廃
棄
物
処
分

場
の
市
内
へ
の
立
地
を
規
制
す

る
内
容
の
条
例
制
定
を
準
備
し

て
お
り
、
そ
の
実
効
性
を
高
め

る
罰
則
規
定
を
設
け
る
た
め
、

関
係
法
令
と
の
整
合
性
や
法
的

安
定
性
を
確
保
す
る
協
議
・
調

整
に
半
年
か
ら
１
年
程
度
の
期

間
を
要
す
る
見
込
み
で
す
。

質
問  

Ｊ
Ａ
Ｂ
業
者
が
展
開
検

査
し
な
い
で
違
法
に
産
業
廃
棄

物
を
処
理
し
て
い
る
実
態
の
確

認
を
し
て
い
ま
す
か
。

　
そ
の
後
の
取
組
の
経
緯
や
県

の
対
応
は
ど
の
様
に
な
り
ま
す

か
。

答
弁 

市
長�

議
員
か
ら
展
開
検

査
を
実
施
し
な
い
と
の
指
摘
の

都
度
、
県
に
速
や
か
に
伝
え
て

い
ま
す
。

　
県
は
、
法
令
違
反
に
該
当
す

る
不
適
切
な
処
理
が
判
明
し
た

場
合
は
産
廃
法
に
基
づ
き
厳
正

に
対
処
す
る
こ
と
と
合
わ
せ
、

昨
年
４
月
25
日
の
搬
入
再
開
後

か
ら
現
在
ま
で
、
浸
透
水
等
の

基
準
値
超
過
は
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
市
民
の
不
安
な
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
状
況
を
踏

ま
え
、
先
月
22
日
に
三
原
市
長

と
連
名
で
広
島
県
に
対
し
て
、

施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
・
監

視
体
制
の
強
化
を
求
め
る
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

質
問  
大
仙
地
区
県
有
地
の
利

活
用
の
要
望
内
容
は
ど
の
よ
う

に
な
り
ま
す
か
。

答
弁 

市
長�

広
島
県
か
ら
事
業

予
定
者
の
公
募
に
関
す
る
事
前

説
明
を
受
け
る
中
で
、
下
流
域

の
水
質
汚
染
に
市
民
の
強
い
危

機
感
と
不
安
感
が
懸
念
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
本
年
４
月
上
旬
に

広
島
県
地
域
政
策
局
長
等
に
環

境
保
全
を
配
慮
し
た
県
の
対
応

を
求
め
ま
し
た
。

松
まつもと

本　　進
すすむ ● 河川の水源汚染から、市民の命を守る 

市政について 動 画

は
、
他
に
は
な
い
文
化
都
市
・

学
園
都
市
の
構
築
を
目
指
し
、

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
。

　
人
口
減
対
策
や
ま
ち
づ
く
り

に
対
し
て
、
平
井
市
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長�

１
．
企
業
誘
致
に
関
し
て
は
、

民
間
の
遊
休
資
産
の
活
用
を
最

優
先
で
進
め
、
広
域
連
携
は
進

め
る
が
、
合
併
を
前
提
と
し
た

議
論
を
進
め
る
考
え
は
な
い
。

２
．
大
久
野
島
の
「
訪
問
税
」

の
導
入
は
、
目
的
や
使
途
が
十

分
に
明
確
で
な
い
た
め
、
現
段

階
で
の
実
施
は
困
難
と
判
断
。

３
．
商
店
街
活
性
化
は
重
要
と

認
識
し
て
い
る
。

４
．
地
域
の
活
力
と
賑
わ
い
の

創
出
に
繋
が
る
施
設
と
な
る
よ

う
取
り
組
む
。

５
．
Ｄ
Ｘ
の
取
組
や
開
庁
時
間

の
短
縮
と
あ
わ
せ
、
テ
レ
ワ
ー

ク
制
度
の
充
実
や
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
の
導
入
に
つ
い
て
検

討
。

　
未
来
の
人
材
育
成
に
は
グ
ロ

ー
バ
ル
社
会
に
資
す
る
人
材
の

育
成
に
力
を
入
れ
、
「
文
教
の

ま
ち
竹
原
」
に
由
来
す
る
文
化

や
教
育
の
浸
透
に
努
め
る
。

大
おおかわ

川　弘
ひ ろ お

雄
●活力ある元気なまちづくりについて
　①人口対策 ②交流人口 ③賑わいの創出
　④市民の協力強化 ⑤人材育成

動 画
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質
問  

公
設
体
育
館
は
大
規
模

災
害
発
生
時
に
は
、
避
難
所
と

な
る
施
設
で
あ
る
の
で
、
空
調

設
備
を
設
置
す
る
べ
き
と
思
い

ま
す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長�

公
設
体
育
館
へ
空

調
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
様
々
な
課
題
が
あ
る

事
か
ら
常
設
設
備
を
設
置
す
る

事
は
困
難
で
あ
り
ま
す
が
、
現

在
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を
54
台

購
入
し
て
お
り
、
今
後
可
搬
式

ヒ
ー
タ
ー
を
27
台
導
入
す
る
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

質
問  

竹
原
市
の
ス
ポ
ー
ツ
を

振
興
す
る
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
係
を
新
設
す
る
こ
と
が
必

要
と
思
い
ま
す
が
、
所
見
を
伺

い
ま
す
。

答
弁 

教
育
長�

現
在
、
ス
ポ
ー

ツ
業
務
は
文
化
生
涯
学
習
課
が

担
当
し
て
い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
と
ス
ポ
ー
ツ
は
一

体
的
に
業
務
を
進
め
て
い
く
べ

き
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問  

竹
原
市
の
ジ
ュ
ニ
ア
ス

ポ
ー
ツ
を
振
興
す
る
た
め
に
、

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
助
成

事
業
を
創
設
す
る
べ
き
と
思
い

ま
す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

教
育
長�

本
市
に
お
い
て
、

ス
ポ
ー
ツ
育
成
事
業
を
行
う
事

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

質
問  

竹
原
市
は
相
撲
を
市
の

代
表
的
ス
ポ
ー
ツ
と
位
置
付
け

ま
し
た
。

　
今
後
、
市
と
し
て
相
撲
の
普

及
に
ど
の
よ
う
な
取
組
を
さ
れ

る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁 

教
育
長�

広
島
県
と
連
携

し
て
、
相
撲
競
技
普
及
へ
の
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
竹
原
ち
ゃ
ん
こ
鍋

レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
開
催

な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

質
問  

竹
原
市
共
同
墓
地
の
ト

イ
レ
が
撤
去
さ
れ
て
い
る
が
、

再
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

答
弁 
市
長�

ト
イ
レ
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
設
置
費
用
や
維
持

管
理
費
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
ま
す
。

質
問  

市
内
中
学
校
へ
の
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
目
的
と

導
入
後
の
課
題
な
ど
が
あ
れ
ば

教
え
て
頂
き
た
い
。

答
弁 

教
育
長�

教
職
員
の
負
担

を
軽
減
し
、
よ
り
質
の
高
い
教

育
の
実
現
を
目
的
と
し
て
導
入

し
ま
し
た
。

　
一
部
の
操
作
に
時
間
を
要
す

る
事
態
が
生
じ
て
お
り
ま
す
が
、

教
職
員
が
教
育
に
専
念
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

質
問  

学
校
で
実
施
さ
れ
る
健

康
診
断
は
、
病
気
の
早
期
発
見

や
成
長
・
発
達
の
確
認
を
行
う

大
切
な
機
会
で
す
。
し
か
し
、

不
登
校
児
童
生
徒
の
中
に
は
受

診
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

健
康
上
の
異
常
を
見
逃
す
こ
と

が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
の
受
診
状
況
や
受
診
で

き
な
か
っ
た
場
合
の
対
応
、
学

校
以
外
で
受
診
で
き
る
仕
組
み
、

費
用
助
成
な
ど
に
つ
い
て
質
問

し
ま
す
。

答
弁 

市
長�

令
和
６
年
度
の
不

登
校
児
童
生
徒
58
人
の
う
ち
、

全
て
の
健
康
診
断
を
受
診
で
き

な
か
っ
た
児
童
生
徒
は
６
人
で

し
た
。

　
学
校
外
で
受
診
す
る
制
度
や

費
用
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

健
診
日
程
の
変
更
や
別
室
で
の

受
診
な
ど
、
個
々
の
状
況
に
応

じ
た
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
わ
か
た
け
教
室
利
用

児
童
が
健
診
を
き
っ
か
け
に
登

校
に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
あ
り
、

引
き
続
き
保
護
者
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、
受
診
機
会
の
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の

増
加
に
伴
い
、
入
院
時
の
身
元

保
証
や
死
後
事
務
な
ど
へ
の
不

安
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
作

成
と
終
活
相
談
窓
口
や
終
活
情

報
登
録
制
度
の
導
入
な
ど
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
支
援
体
制
を

推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

答
弁 

市
長�

身
寄
り
の
な
い
高

齢
者
や
頼
れ
る
親
族
が
い
な
い

高
齢
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
相
談
や
支
援
体
制
の

強
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
相

談
を
行
っ
て
お
り
、
竹
原
市
版

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ノ
ー
ト
を
本
年

10
月
に
発
行
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
終
活
情
報
登
録
制
度

は
情
報
連
携
の
一
つ
で
あ
り
、

医
療
・
介
護
の
情
報
連
携
や
避

難
行
動
要
援
護
者
名
簿
な
ど
、

複
数
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
終
活
相

談
窓
口
の
設
置
や
終
活
情
報
登

録
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、
他

市
の
取
組
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

蕎
そ ば た

麦田 俊
と し お

夫 
●公設体育館への空調設備設置について
●スポーツ推進係の設置について
●竹原市スポーツジュニア育成助成事業について
●相撲競技普及への取り組みについて
●竹原市共同墓地使用環境整備について
●校務支援システムの導入について

動 画

道
どうほう

法　知
と も え

江
●不登校児童生徒の健康診断機会の確保について
● 身寄りのない高齢者が安心して暮らせる 

支援体制について 動 画
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